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人
問
、
長
い
人
生
に
お
い
て
、
一
生
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
チ
ャ
ン
ス
に
巡
り
会
え
る
人
は
極

限
回
同
協
閉
め
て
少
数
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
す
る
人
は
更
に
少
な
い
の
で
は
な

a
月
号
目
、

e
-
J

a
s
v

ゃ
J
、
ヲ
r
4

，
d
ム
H
M

こ
こ
に
あ
え
て
、
自
ら
苦
難
の
道
を
選
び
、
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
男
が
い
る
。
そ
の
名
は
豊
田
喜
一
郎
。

彼
は
、
無
器
用
で
、
無
口
で
、
社
交
嫌
い
で
あ
っ
た
が
、
猪
突
猛
進
と
も
い
え
る
行
動
力
と
、
人
を
観
る

目
は
抜
群
で
あ
っ
た
。
数
人
の
友
人
と
家
族
の
愛
に
支
え
ら
れ
、
無
謀
に
近
い
冒
険
に
単
身
挑
戦
し
、
日
本

自
動
車
史
に
残
る
偉
業
を
成
し
得
た
男
で
あ
る
。

映
画
は
、
豊
田
喜
一
郎
の
人
間
像
を
浮
彫
り
に
し
、
五
十
年
先
の
現
在
を
夢
見
た
冒
険
心
、
何
事
に
も
屈

服
し
な
い
不
屈
の
精
神
、
そ
し
て
彼
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
の
情
熱
的
な
愛
を
佐
藤
純
嬬
監
督
が
超
ス
ケ
ー

ル
で
描
く
話
題
作
。

「
遥
か
な
る
走
路
」
は
、
豊
田
喜
一
郎
の
情
熱
の
軌
跡
を
描
い
た
木
本
正
次
原
作
「
夜
明
け
へ
の
挑
戦
」

(
新
潮
社
)
の
完
全
映
画
化
で
あ
り
、
激
情
の
ロ
マ
ン
に
生
き
、
大
衆
乗
用
車
の
大
量
生
産
に
生
涯
を
捧
げ
た

男
の
壮
大
な
人
間
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
脚
本
は
新
藤
兼
人
。

音
楽
担
当
に
は
、
現
在
ヒ
ッ
ト
中
の
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
」
な
ど
次
々
と
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出
し
、

若
者
に
圧
倒
的
人
気
を
誇
る
ゴ
ダ
イ
ゴ
を
起
用
す
る
の
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
乗
用
車
を
再
現
す
る
な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

l

が
オ
ン
パ
レ
ー
ド
す
る

ス
ク
リ
ー
ン
は
カ
ー
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
一
般
の
人
々
に
も
魅
力
で
あ
る
。

出
演
者
は
、
偉
人
豊
田
佐
吉
に
田
村
高
贋
、
そ
の
子
豊
田
喜
一
郎
役
に
演
技
派
の
市
川
染
五
郎
、
義
兄
利

三
郎
に
は
米
倉
斉
加
年
、
喜
一
郎
を
と
り
ま
く
女
優
陣
は
、
母
浅
子
に
司
葉
子
、
そ
し
て
妹
愛
子
に
中
野
良
子
、

妻
二
十
子
に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
白
都
真
理
、
他
、
岩
崎
加
根
子
、
三
橋
達
也
、
地
井
武
男
、
小
池
朝
雄
、
神
山

繁
、
丹
波
哲
郎
な
ど
格
調
高
い
ス
タ
ー
が
総
出
演
す
る
。

ま
た
、
名
古
屋
出
身
の
写
真
家
、
加
納
典
明
が
白
か
ら
出
演
を
申
し
出
、
花
を
添
え
る
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明
治
二
十
六
年
ア
メ
リ
カ
最
初
の
自
動
車
完
成
|
|

強
攻
宰

E

そ
の
頃
、
静
岡
県
浜
名
群
鷲
津
町
(
現
湖
西
市
)
の
豊
田
家
で
は
、
佐
吉
が
織
機
の
発
明
に
取
り

品
守
-
=
目

F
4
2

組
ん
で
い
た
が
、
気
違
い
扱
い
き
れ
家
を
出
る
事
に
な
る
。
身
能
っ
た
妻
た
み
は
一
人
残
さ
れ
た
。

翌
年
、
長
男
の
喜
一
郎
が
誕
生
し
た
。
だ
が
、
た
み
は
兄
に
連
れ
ら
れ
て
一
人
哀
し
く
実
家
に
引
き
取
ら

れ
て
行
っ
た
。
一
方
、
佐
吉
は
知
人
を
訪
ね
て
は
、
発
明
の
為
と
金
を
借
り
歩
る
い
て
い
た
。

明
治
三
十
年
、
佐
吉
は
人
力
織
機
を
完
成
さ
せ
た
。
喜
一
郎
を
抱
き
上
げ
喜
ぶ
後
妻
浅
子
の
顔
が
爽
や
か

で
あ
る
。

明
治
三
十
三
年
、
日
本
に
自
動
車
初
輸
入

1
l

。

二
年
後
、
佐
吉
の
発
明
を
観
に
大
隈
重
信
男
爵
が
訪
ね
て
来
た
。
喜
一
郎
は
、
こ
の
時
初
め
て
自
動
車
を

見
た
。
八
オ
の
時
で
あ
る
。

時
は
流
れ
て
大
正
。
喜
一
郎
も
東
京
帝
大
の
門
を
く
ぐ
る
青
年
と
な
っ
て
い
た

そ
の
頃
、
豊
田
家
で
は
妹
の
愛
子
に
婿
養
子
と
し
て
児
玉
利
三
郎
を
迎
え
た
。
佐
吉
は
利
三
郎
に
経
営
を

ま
か
せ
発
明
に
専
念
し
た
。

繊
維
産
業
の
調
査
研
究
に
、
利
三
郎
と
愛
子
、
そ
し
て
喜
一
郎
の
三
人
は
パ
リ
に
行
く
。
し
か
し
喜
一
郎

は
一
人
別
行
動
を
と
り
、
秘
か
に
自
動
車
の
運
転
を
習
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
喜
一
郎
は
二
十
子
と

見
合
い
結
婚
し
た
。

二
十
数
年
を
費
い
や
し
た
佐
吉
の
自
動
織
機
は
、
世
界
の
頂
点
を
ゆ
く
完
壁
な
物
と
な
り
、
会
社
は
順
風

満
帆
で
あ
る
。
そ
し
て
、
佐
吉
は
名
古
屋
離
宮
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
よ
り
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
。
だ
が
、

親
族
一
同
の
記
念
撮
影
の
時
倒
れ
た
。
佐
吉
は
、
「
喜
一
郎
、
お
前
は
自
動
車
を
や
れ
」
と
一
言
残
し
こ
の
世

を
去
っ
た
。
喜
一
郎
は
、
佐
吉
の
残
し
て
く
れ
た
資
金
を
元
に
い
よ
い
よ
自
動
車
製
作
の
決
意
を
固
め
た
。

そ
れ
は
、
一
生
を
賭
け
る
目
標
を
見
い
出
し
た
喜
び
で
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
利
三
郎
に
は
あ
く
ま
で
も
内
密
で
あ
っ
た
。
喜
一
郎
は
信
頼
す
る
部
下
と
と
も
に
東
奔
西
走
。

あ
る
夜
、
喜
一
郎
は
腹
心
の
大
島
理
三
郎
、
菅
隆
俊
ら
部
下
に
「
自
動
車
を
作
る
」
と
力
強
く
宣
言
。

毎
夜
極
秘
の
内
に
工
場
の
倉
庫
で
シ
ポ
レ

l
車
を
解
体
し
て
は
組
立
て
る
作
業
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
し
か
し

当
然
と
は
い
え
利
三
郎
に
漏
れ
な
い
わ
け
が
な
い
。
利
三
郎
は
佐
吉
か
ら
受
け
継
い
だ
会
社
を
守
り
発
展
き
ね

ね
ば
な
ら
な
い
重
責
が
あ
っ
た
が
、
途
方
も
な
い
金
を
喰
う
自
動
車
研
究
に
会
社
の
存
亡
の
危
機
を
感
じ
な
が

ら
も
佐
吉
の
「
研
究
は
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
」
と
の
約
束
を
守
り
「
研
究
」
だ
け
と
い
う
条
件
付
で
了
承
し
た
。

喜
一
郎
は
久
し
ぶ
り
に
母
浅
子
を
訪
ね
た
。
浅
子
は
喜
一
郎
の
自
動
車
作
り
を
察
知
し
て
お
り
、
困
っ
た

時
は
、
紡
織
の
岡
本
藤
次
郎
に
相
談
し
な
き
い
と
助
言
し
て
く
れ
た
。

数
日
後
、
喜
一
郎
は
岡
本
を
訪
ね
当
面
の
資
金
援
助
の
確
約
を
受
け
た
。
席
上
、
岡
本
か
ら
、
い
ず
れ
は

豊
田
を
潰
す
ほ
ど
金
が
か
か
る
の
で
は
と
の
質
問
に
、
喜
一
郎
は
「
潰
し
て
も
い
い
」
と
き
っ
ぱ
り
と
答
え

た
。
そ
れ
ほ
ど
自
動
車
作
り
に
情
熱
を
注
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
岡
本
の
融
資
し
て
く
れ
た
莫
大
な
金
も
底
を
突
い
た
。
だ
が
、
工
場
を
建
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

遂
に
用
地
買
収
で
利
三
郎
と
喜
一
郎
は
対
立
し
た
。
利
三
郎
は
豊
田
を
守
る
為
、
頑
と
し
て
増
資
を
認
め
な

か
っ
た
。
喜
一
郎
は
悲
し
か
っ
た
。
だ
が
利
三
郎
も
苦
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
愛
子
が
「
お
兄
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